
平成２８年熊本地震 大分県の復旧・復興への対応状況

平成２８年４月２３日

大分県災害対策本部

１ 避難者・生活支援

(１)避難所の設置

①避難所の設置（避難所数及び避難者数の最大値）

・各避難所の状況を聞き取り、支援物資等を随時提供。現在充足している。

合計 ７８箇所 １１４人（４月２３日 １４時現在）

（ 最 大 値 ）

内訳 大分市 １４箇所 ２７人 （１３２箇所 １，４７５人）

別府市 １８箇所 ４２人 （ ２８箇所 ６，５３９人）

竹田市 １４箇所 １８人 （ １８箇所 １，１２２人）

豊後大野市 ８箇所 ２人 （ １９箇所 ５８３人）

由布市 ３箇所 ２５人 （ ３８箇所 ２，６６７人）

※避難所及び避難者数の最大値の時期は、必ずしも一致しない。

②災害ボランティアによる支援

○現在ボランティアを別府市、由布市で受入れ中

合計 ６３人（４月２２日現在延べ活動者数）

・別府市 ３人（別府市社会福祉協議会の常設のボランティアセンタ

ーで受入れ）

・由布市 ６０人（４月２０日に由布市社会福祉協議会が立ち上げた災

害ボランティアセンターで受入れ）

○避難者のプライバシー確保等のため、パーティションを設置（竹田市総

合社会福祉センター、城原小学校）

(２)被災者の受入れ支援

①県営住宅等における被災者の受入れ

・提供可能戸数：合計 ６４戸（大分市、別府市、中津市、日田市、竹田

市、豊後高田市、宇佐市、豊後大野市、

国東市、九重町）

・受入れ決定：県営住宅 別府市 ３戸（４月２３日現在）

・使用期間：原則６ヶ月（１回更新可：最長１年）

・使用料、敷金、連帯保証人を免除。罹災証明必要
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・市町村公営住宅部局と連携

(３)保健衛生・福祉の支援

・保健所による保健衛生の活動

市町村の保健師とともに避難所等での健康相談や巡回指導（現在、由布

市のみ）

(４)水道施設の復旧

①応急復旧、仮復旧

種 別 被災施設数 復旧済 未復旧 対応状況等

上 水 道 ３施設 ３ ０

簡易水道 １８施設 １２ ６ ・九重町は、４月中に仮復旧見込み

(日田市 ・他の５施設は、水源の濁りの回復待ち

宇佐市、 ・現在、給水車及びタンクで対応中

由布市、

九重町）

･未復旧市町村：日田市天瀬町、宇佐市安心院町、由布市庄内町、九重町

・断水（九重町）：７９１戸（４月２３日現在）

(５)被災住宅への支援

・住宅の被害状況は、現在市町村において精査中。その結果、必要に応じ

て被災者生活再建支援制度、又は国の制度を要件緩和した大分県災害被

災者住宅再建支援制度を適用

・被災世帯に対しては、義援金の配分も検討

(６)義援金等の募集

①県の災害義援金及び寄附金を募集中（４月２２日開始）

②日赤大分県支部、県共同募金会による義援金を募集中（４月２２日開始）
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２ 観光・商工業等への支援

(１)中小企業への支援

①相談窓口の設置（４月１９日）

・被災した中小企業の事業継続を支援するための各種相談窓口の設置

県経営創造・金融課、信用保証協会、商工会議所、商工会、

商工会連合会、中小企業団体中央会

②金融支援

○県制度資金の災害復旧融資（特別融資）の融資条件を緩和

「災害復旧融資（特別融資）」(実質利率２．３５%)について、実質金

利０．８％に引き下げ実行（４月２２日）

【災害復旧融資（特別融資）の概要】

ⅰ)融資限度額 企業 3,500万円 組合 7,000万円

ⅱ)融資期間 設備資金 10年以内（うち据置1年以内）

運転資金 7年以内（うち据置1年以内）

ⅲ)融資利率 年0.8％(一般融資2.1％、特別融資1.8％）

ⅳ)保証料率 年 0％(一般融資0.85％以内、特別融資0.55％以内)

ⅴ)実質金利 年0.8％(一般融資2.95％以内、特別融資2.35％以内)

○セーフティネット保証第４号の全県での早期指定を国に要請

保証割合：８０％保証→１００％保証

保証限度額：２億８千万円→５億６千万円

③モラトリアムへの協力要請

○被災企業の円滑な資金繰りに支障が生じないよう、既存融資に係る返済

猶予等の貸し付け条件変更などの協力を金融機関に要請（４月２５日）

④雇用対策

○一時的に休業等を実施した場合の休業手当や教育訓練などに対して雇用

調整助成金により助成

対象事業主：雇用保険適用事業所

対象労働者：雇用保険被保険者

助 成 率：中小企業２／３、大企業１／２

対象労働者１人１日あたり７，８１０円が上限

教育訓練加算額１，２００円

○被災した就職活動中の学生等に対して、採用選考時の柔軟な対応を主要

経済団体へ要請（４月２２日に大分労働局とともに実施済）
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(２)観光客回復等への支援

①情報発信

・ツーリズムおおいたＨＰにて旅館、ホテルの営業再開情報を発信

・来県者への適切な道路交通情報の提供

②風評被害払拭のための取組を応援

(３)農林水産業への支援

①相談窓口の設置

・農林水産施設の復旧及び運転資金などの経営に関する相談に迅速に対応

するための相談窓口を県振興局に設置（４月２０日）

②金融支援の開始

○大分県特定災害対策緊急資金の受付（４月２２日）

対象者：市町村の罹災証明を受けた農林漁業者

内 容：農業近代化資金等を借入れする場合、被災程度に応じ、県と

市町村が利子補給し、貸付利率０～０．１%に引下げ

○既借入制度資金の借換えの受付（４月２２日）

対象者：市町村の罹災証明を受けた既借入者

内 容：当該年の償還元金分を借り換え、１０年以内で平準化して償

還

○その他既借入金の償還猶予について、関係金融機関に要請(４月１９日)
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３ 社会インフラの復旧

(１)道路の復旧

○全面通行止め １２箇所（４月２３日１５：００現在）

※すべて迂回路あり

【高速道路】

大分自動車道 湯布院ＩＣ～日出ＪＣＴ

※由布岳ＰＡ付近の崩土除去完了し、現在、のり面補強対策中。

並柳橋については、支承部損傷。復旧方法について技術検討中。

→ ＮＥＸＣＯ西日本・国へ早期開通要請中

【直轄国道】

国道２１０号（日田市天ヶ瀬町赤岩）

※土研・国総研が現地調査実施（４月２２日）。復旧方法について技術

検討中 → 国へ早期開通要請中

【県管理道路】

国道２１２号（日田市大山町西大山） 概ね９月末目途に片側交互通行予定

国道２１２号（日田市天瀬町出口） 概ね７月中旬目途に片側交互通行予定

国道４４２号（豊後大野市朝地町） 概ね５月中旬目途に片側交互通行予定

別府湯布院線（由布市湯布院町川上） GWまでに片側交互通行予定

飯田高原中村線（九重町町田） 未定（調査中）

森耶馬溪線（中津市耶馬溪町深耶馬溪） GWまでに規制解除予定

他４箇所

※交通開放に向けて、詳細調査や工事を実施中

(２)ＪＲの復旧

・豊肥本線の豊後竹田駅～熊本県肥後大津駅間不通（豊後竹田駅～熊本県

宮地駅はバスで代行輸送中）

・国、ＪＲ九州に対し早期復旧を要望

４ 教育・文化財の復旧

(１)学校の再開

・全ての小中高校（私学を含む）で４月２５日から授業再開予定

・全中学校区配置のスクールカウンセラーがカウンセリング継続中

(２)文化財の復旧

・現在、被災状況を調査中

・４月２５日及び２６日に文化庁と共同調査実施（由布市旧日野医院、竹

田市岡城跡、日田市永山城跡など）
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５ 熊本県南阿蘇村への被災地支援（九州地方知事会）

・九州地方知事会では、「九州・山口９県災害時相互応援協定」に基づき

「九州・山口９県被災地支援対策本部」（本部長：九州地方知事会長）

を常設

・熊本県からの要請により大分県が中心となり人的支援の調整を実施。被

災自治体ごとに支援担当県を割り振る「カウンターパート方式」により、

関西広域連合及び全国知事会と連携し、熊本県及び熊本県内市町村への

支援を展開

・大分県は南阿蘇村への支援を担当。関西広域連合・全国知事会等と連携

し、４月１９日から開始。４月２５日から１０名増員し、３４名の応援

職員を派遣。

（１）人的支援

※「九州・山口９県被災地支援対策本部」の下で、各地方公共団体から熊本県及び同県

内の市町村（南阿蘇村を含む）に対して派遣された職員は 501 人（延べ 1,785 人日）

（２）物的支援

・４月１６日 熊本県からの支援要請（水、食料、毛布、簡易トイレ、

ブルーシート）

→ ４月１８日 南阿蘇村役場 配送済

・４月２０日 熊本県からの支援要請（ブルーシート）により手配

→ ４月２２日 南阿蘇村（旧）久木野中学校 配送済

派遣人数 延べ派遣人数

27 92 24 34 事務、保健師等

15 44 15 15 ９市１町

42 136 39 49

102 112 102 102
中国地方知事会、東京都、兵庫県、
徳島県、全国市長会　等

144 248 141 151

4/23時点 4/24
派遣予定
人数

4/25
派遣予定
人数

備　　　考

合計

大分県

県内市町村

計

全国知事会等
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